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ご興味のある方は、お気軽に区社協までお問い合わせください。

　学校では車いすの生活や街づくりなどの講話と、車いす
バスケのデモンストレーションの後、実際に生徒と試合
形式の体験をしています。授業を通して、『障害者は「病
人」「かわいそう」』という当初のイメージから、「力にな
りたい、助けたい、自分も頑張りたい」と生徒の気持ち
が変化したと感想をもらうと、「やって良かった、またや
らなくてはと思います」と平井さん。

　見えないことを受け入れるまでは時間もかかりましたが、白杖（視覚障害者用の杖）を自ら使おうと決めてからは点字、
カナタイプなど生活に必要な技術を必死に学びました。今では趣味の盲人卓球で国体金メダルを獲得したり、社交ダンス
では、全国大会でワルツ・タンゴなどで優勝をおさめています。また、家族３人で落語を演じており、自称「ピンポンやっ
て社交ダンスを踊れる落語家」。精力的な笠羽さんです。
　福祉教育では音声パソコン、音の出るボールを使った、盲人卓球を生徒とともに体験し、生活の様子を知ってもらってい
ます。「当初は、“人から受ける幸せ”の毎日でしたが、私にできる活動で“人に与える幸せ”へとノーマライゼーションの
担い手として少しでも人の役にたてる人生を歩んでいきたいと思います。」

「“車いすだから”より“車いすだからこそ”」

「白杖をつく勇気がもたらしたもの」

平井 晃さん 田辺 悦也さん

笠羽 明美さん

『木曜手話の会』では一緒に活動していただける“メンバー”を募集中！

車いすバスケが拓いた世界車いすバスケが拓いた世界 手話は言語のひとつです手話は言語のひとつです

人から受ける幸せから　人に与える幸せに人から受ける幸せから　人に与える幸せに
　子どもを出産した直後に目の異常に気付き「網膜色素変性症」と診断され、視力０.１から徐々に
弱視、全盲になっていきました。見えているつもりで歩いていて、電信柱にぶつかりコブをつくった
り、挨拶されても気づかずに通り過ぎてしまい、誤解されたりすることも。
　からだの痛みと共に心も痛み、つらかったそうです。

　生まれつき聴覚に障害がある田辺
さん。ろう学校は少なく、片道 2時
間の道のりを母親と通っていました。
ろう学校で手話は禁止されており、
手話が一つの言語として認められる
ようになったのは、最近のことです。
聴覚障害者のために尽力し、現在は
健常者とともにボランティア活動に励んでいます。

　学校では「聞こえないってどんなこと？」をテーマに、
外見だけではわからない障害、日常生活の様子、コミュニ
ケーション方法や簡単な手話指導等を、田辺さんと手話サー
クルのメンバーとで説明しています。子どもが分かってく
れた、街で出会った時に生徒が覚えた手話であいさつして
くれた、授業の後で手紙や絵をくれた、それが「うれしい」
と田辺さんは語ります。

「出会った生徒が手話であいさつ」

※ノーマライゼーション＝障害者と健常者とが区別されることなく、社会生活を共にするのが本来の望ましい姿であるとする考え方。

　自分や自分以外のすべての人々がお互いに大切にされ、そして幸せになるための「福祉」。
児童生徒が「福祉」について他人事でなく自分自身の問題としてとらえ、考え・行動するき
っかけをもたらすのが「福祉教育」です。港南区社協では福祉と教育を結ぶ大切な場として
学校での福祉教育に力を入れています。福祉教育の場でいつも活躍をしている港南区在住の
３人の方へインタビューしました。

　自分や自分以外のすべての人々がお互いに大切にされ、そして幸せになるための「福祉」。
児童生徒が「福祉」について他人事でなく自分自身の問題としてとらえ、考え・行動するき
っかけをもたらすのが「福祉教育」です。港南区社協では福祉と教育を結ぶ大切な場として
学校での福祉教育に力を入れています。福祉教育の場でいつも活躍をしている港南区在住の
３人の方へインタビューしました。

　家の庭木剪定中、転落して脊髄を
損傷し両下肢麻痺になり、20 代で
車いす生活となった平井さん。事故
当初は家に引きこもり、なかなか外
に出る気になれませんでしたが、そ
のころ友人から勧められて始めた
車いすバスケに段々と熱中するよう
になり、精神的にも前向きになってきたそうです。



お問い合わせ

TEL ： 045-841-0256　FAX ： 045-846-4117
〒233-0003　港南区港南 4-2-8  3 階　（そよかぜの家 3 階）    

港南区社協ボランティアセンター
※募集が終了する場合もあるので、ご了承ください。

港南区
総合庁舎

港南
警察署

横浜少年鑑別所

港南区総合庁舎前

（そよかぜの家  ３階）

笹下港南中央通

市営地下鉄 港南中央至 日野 至 上大岡鎌　倉　街　道

URL ： http://www.kounan-shakyo.jp/　　E-mail：info@kounan-shakyo.jp

港南区ボランティアセンター　ボランティア募集情報港南区ボランティアセンター　ボランティア募集情報

港南区社協ボランティアセンター

ボランティア希望の方は、港南区社協ボランティアセンターまで登録にお越しください！！ボランティア希望の方は、港南区社協ボランティアセンターまで登録にお越しください！！

障がい児支援ボランティア講座
港南区社協ボランティアセンター・横浜子育てサポートシステム 共同企画

場所：港南区社会福祉協議会（そよかぜの家  3 階）　定員：30名

<３回シリーズ>

ともいくクラブ代表
そよかぜの家専門相談スタッフ
青山学院女子短大非常勤講師

ひばりのアートクラブ

トラッソス　知知的障害児・者サッカースクール

ないとくる～ず

港南福祉ホーム　ひまわり

各自その時の思いつきでそれぞれ好きなことをしています。
ただまったりと寝ころんで過ごしたり、走り回って鬼ごっこ
をすることも。参加者個々の個性と表現を尊重して、どんな
状況でも一緒に楽しめる方を募集しています。

◆日時 /毎月第３土曜日　10：00～12：15
◆内容 /知的障害児の余暇活動のお手伝い
◆場所 /県立ひばりが丘学園体育館
　　　 （港南区芹が谷２－１－１）

サッカーが出来なくても、運動が苦手でも大丈夫です！知的
障害児・者の活動に興味のある方、子供が好きな方、一緒に
遊んで楽しい時間を過ごしてみませんか？活動場所は他にも
たくさんあるので興味のある方はご連絡ください。

◆日時 /毎週金曜日　18：30～
◆内容 /余暇スポーツ サッカーのお手伝い
◆場所 /本郷特別支援学校体育館
　　　  （栄区小菅ヶ谷３－２７－１２）※高校生以上　男女問わず　

障害のある青年たちが自分達で計画したレクリエーション
や、食事をしながら週末の夜を過ごしています。
おしゃべりをしたり、工作やゲームをしたりして一緒に楽し
い時間を過ごしましょう。参加費500円（食事代）

◆日時 /毎月第３金曜日　16：00～ 20：00
◆内容 /障害者青年学級のお手伝い・夕食調理
◆場所 /港南台地域ケアプラザ
　　　  （港南区港南台３－３－１）

障害者通所施設で、手工芸・お菓子作りの作業をがんばって
いる利用者に、家庭の味を提供していただける方を募集して
います。食材費はホームで負担します。
◆日時 /平日　9：00～14：00（月 1回）
◆内容 /4～5名のグループで 35～45食分の給食作り
   個人での参加も可能。その際は、こちらで調整します。
◆場所 /港南福祉ホーム
　　　  （港南区港南台７－２５－２２）

＜応募方法＞10月21日（金）〆切　電話、ファクス、メール（toiawase@kounan-shakyo.jp）にて、港南区社会福祉協議会まで
①名前　②住所　③電話番号　④障がい児・者支援経験の有無　⑤希望の参加日
※申込多数の場合、全日参加予定者を優先し、一部欠席予定者には10月25日までに参加の可否を連絡します。

専門家じゃないあなたを待っています

「厚坂さんの子育て記～障がいのある子どもとの日々～」
第１回

１１月１日 (火 )　１０時～１２時

「発達障害の特性と家族の思い」
１１月９日 (水 )　１０時～１２時

第2回
「今日から、わたしにできること」
１１月３０日 (水 )　１０時～１２時

第3回

障がいのあるお子さんのお母さんとしての体験談、父親・きょうだいなど
家族の想い、自閉症・発達障害の特徴について、港南区在住の厚坂幸子さん
を講師にお迎えし、お話ししていただきます。あなただったらどうするか、
どう感じるかを、他の参加者とも話してみましょう。ボランティア活動だけ
ではなく、今後の人生にとって新しい発見が必ずあります！

障がいのあるお子さんのお母さんとしての体験談、父親・きょうだいなど
家族の想い、自閉症・発達障害の特徴について、港南区在住の厚坂幸子さん
を講師にお迎えし、お話ししていただきます。あなただったらどうするか、
どう感じるかを、他の参加者とも話してみましょう。ボランティア活動だけ
ではなく、今後の人生にとって新しい発見が必ずあります！ 厚坂幸子さん講師


